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SWOT分析 

S 

W 

O 

T 

強み(Strengths) 
 

 観光資源（自然、最東端等） 

 新鮮な海の幸 

 ほっとできる、人情がある 

 陸中地方の中心都市 
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SWOT分析 

S 

W 

O 

T 

弱み(Weaknesses) 
 

交通が不便 

認知度の低さ 

観光客が時期的に集中 
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SWOT分析 

S 

W 

O 

T 

機会(Opportunities) 
 

 復旧・復興地観光 

 教育・体験旅行 

 近隣観光地の人気 

 高規格道路の整備 

 訪日外国人の増加 

 団塊の世代の退職に伴う市場の拡大 
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SWOT分析 

S 

W 

O 

T 

脅威(Threats) 

 他の観光地との競争 

 地域の衰退、高齢化 

 津波、放射能への恐怖（外国人） 

 公共交通の衰退 
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宮古市を訪問するツアー 

宮古市旅行 

浄土ヶ浜(35) 

トドヶ崎、姉吉(3) 

早池峰山(2) 

対象：JTB、近畿日本ツーリスト、阪急交通社、クラブツーリズムのパッケージツアー 
全40ツアー (ツアー数) 平成24年6月12日現在  

被災地視察(24/40) 

陸前高田(12) 

田老(10) 

釜石(5) 

田野畑(5) 

北山崎 
(28) 

中尊寺 
(20) 

松島 
(11) 

龍泉洞 
(10) 

三鉄乗車 
(31) 

遠野 
(9) 

宮古市を訪問するツアーのその他の周遊先 
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宮古市を訪問するツアー 
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長距離を移動するツアーが多い⇒宮古の滞在時間が短い 

宮古訪問時に利用する宿泊施設 

宮古市内(19) 

• 浄土ヶ浜(11) 
• 陸中宮古(5) 
• 横沢冷泉(2) 
• グリーンピア(1) 

岩泉(8) 

• 龍泉洞(8) 

その他(13) 

• 雫石、安比高原、古牧温
泉(2) 

• 奥入瀬、鶯宿温泉、花巻
温泉、南三陸温泉、八戸、
遠野、盛岡(1) 

27/40ツアーが近隣に宿泊 

滞在時間の増加 



被災経験を観光に活かす 
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観光地としてだけでなく、 
復興の象徴都市を目指す 

・震災教育の中心都市を目指す 
・震災の体験を後世に伝える 

既存の観光地だけでなく被災地域の一部を震災教育教材と
して管理することで多くの人々を呼び込めるのではないか 

・既存の観光地と震災教育地域をセットでまわるツアーの設定 
・修学旅行などの教育を兼ねた観光ツアーの設定 



被災経験を観光に活かす 
• 災害教育資源と観光資源を有する地域としてPRが可能 

• モデルケースとして広島があげられて、類似した資産を有する 

• 広島市は原爆ドームと宮島、宮古市は防潮堤と浄土ヶ浜 
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• 海に面しておりともに漁業が盛ん 
• 複数の観光資源(または観光資源
になり得るもの)を有している 

宮古市と広島市の共通点 
 

• 広島は世界遺産を有しているが
宮古市はない 

• それぞれ戦争と災害の産物 

宮古市と広島市の相違点 


